
 

［成果情報名］沖縄本島地域で株出し多収となるサトウキビ新品種候補系統 RK10-1007 

［要約］サトウキビ新品種候補系統RK10-1007は、沖縄本島地域において株出しで「NiF8」より収量が

多く、可製糖量が多い。また、風折抵抗性が「NiF8」と同等で風折に強い。 
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［背景・ねらい］ 

沖縄本島地域のサトウキビ栽培は、他の地域と比較して株出し栽培の割合が高い。令和元/2年期

の収穫を栽培型別に見ると、株出しが80.2%、春植えが14.1%、夏植えが5.8%であり、株出し栽培

は、今後も同地域の主力の栽培型として推移すると考えられる。品種構成では、手刈り収穫で利用し

やすい「NiF8」が収穫面積全体の18.7%を占め、主要な品種として位置づいている。しかし、

「NiF8」は株出し栽培における収量が低く、改善を望む声が強い。そこで、沖縄本島地域での利用に

向け、株出し栽培で「NiF8」以上の収量を示す品種を育成する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．RK10-1007は、「Ni21」を種子親とし、RK95-11を花粉親として2008年に行った交配に由来す

る。2009年に宮古島支所にて実生選抜試験に供試し、2013年に系統名を付した後、沖縄本島南

部、北部、宮古島、石垣の各地域における地域適応性検定試験、沖縄本島における生産力検定試

験と奨励品種決定調査を経て育成した。 

２．RK10-1007は、株出しにおいて、「NiF8」と比較して甘蔗糖度および可製糖率は同程度である

が、原料茎重が重いため、可製糖量は「NiF8」よりも多い（表１）。 

３．春植えでは「NiF8」と同程度の原料茎重（収量）で、「NiF8」に比べて甘蔗糖度と可製糖率が高

い傾向にあり、可製糖量は「NiF8」と同程度以上となる（表２）。 

４．発芽や萌芽などの主要な生育特性は「NiF8」と同程度以上である。登熟性は「NiF8」と同程度

で、早期から高糖である（表３）。 

５．風折茎率は「NiF8」と同程度であり、風折に強い（表３）。 

 

［普及のための参考情報］ 

１．普及対象：サトウキビ生産者、製糖企業 

２．普及予定地域・普及予定面積・普及台数等：沖縄本島地域の100ha。 

３．その他： 

(1)令和５年度から原原種苗を配布見込みである。(2)脱葉性が「NiF8」と同程度であり、手刈り

収穫で利用しやすい。また、耐倒伏性も同程度のため、機械収穫での利用にも支障はない。(3) 
黒穂病抵抗性は「中」である。黒穂病多発地域での栽培には注意が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

［具体的データ］ 

 

表 1 沖縄本島地域におけるRK10-1007の収量性および品質（株出し）1)

 

 

表 2 沖縄本島地域におけるRK10-1007の収量性および品質（春植え）1)

 
 

表 3  RK10-1007の特性概要 

 
 （沖縄県農業研究センター作物班） 

 

［その他］ 
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